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Abstract :-Annual and diurnal variaもionof伺 .lmdays a色the釦 rfaced町泊gfive years, 
1931-1回5,are studied. The morning maximum occurs about two hours after sanrise, audぬe
beginn泊gof色hepe砧 isabout one and half ho町 earlier白血泊 apex. The effects。fwind 
and cloud upon治epoもentialgradi白色 areconsiderable. On the days of continuous wind 
出epoぬntialgradient generally shows low value ; morning maximimnm is greatly decreased 
ex，句碑 summermonths, andぬ白色imeof i旬 occurcnceis retarded about one hour, while 
もheevening maximum scarcely appea四．

1，空中電位傾度の年鈎k並びに日襲化

柿岡地磁来観測所ぐ北緯 36。13’15勺東経 140・11’21＂，海面上高さ 28・2米〉に於いて 1931

~より 1935 年趨五年間に観測せる地表附近の室中電位傾度の内静穏なる自に於ける年費佑，並び

tc日艶化の平均値は第1表，第2表及び第3表の如くである．時刻は線ぺて東京中央標準時を用ひ，

以下組べて同様でるる．第三表に於ける年，各季（12月～2月〉，及び夏季刊月～8月〉の自費

銀 ia受 盆中旬位傾廃の年豊理化〈グォルト／米〉

冶更 1 2 s 4 5 6 7 8 9 IO ll 12 卒均

凶 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃．． 
1931 154 147 IIS 115 1泊 130 115 1曲 109 124 145 1飽 ISO 
1982 149 184 137 125 1回 121 129 124 125 128 1邸 1加 187 
1938 128 189 148 107 100 99 1却 110 9晶 120 146 lliS 128 
1984 111 117 96 98 1偲 121 JSll 117 四4 1路 1部 177 124 
1985 1国 168 107 115 Ill 128 152 188 184 188 148 177 189 

平均 141 140 120 112 111 119 181 114 117 1舘 180 

ま事 2表 盆中電位領度の各年別目安化〈グォルト／米， L.抵 '.J.'.)

主主ヒ 4 5 6 7 8 11 12 18 14 15 16 17 18 19 20 21 盟 23 24 

一一四－t-
1-

1981 1侃 105 95 99 103 152 198 227 182 153 122 us 106 99 94 錦 100 182 146 148 141 142 140 125 
1982 125 124 122 122 128 162 205 216 197 155 129 115 109 104 102 98 109 127 150 144 182 189 189 126 
1988 104 103 IOI 101 121 1部 282 218 1邸 140 116 107 97 98 89 舗 98 115 126 188 120 119 110 110 
1984 1侃 108 1伺 104 111 152 209 201 182 144 120 106 100 92 部 部 98 115 127 182 125 125 119 ロ7
19，路 111 118 115 118 130 181 218 238 210 161 131 117 108 101 97 108 111 130 142 137 149 141 136 1.29 ． ． 

4むを第1聞に示す．測定装置はベンドルフ自記電位計を用ひ，蒐電器は水滴蒐電器を主とし， Radio-

Thorium蒐電器を補として用v.て居る．柿問に於ける室中電位傾度の年平均は 130ちらJレト／米，で



2 柿聞に於ける g;l!中旬位｛頃 IJfに貌いて

銀 sa長 銀中旬t位傾院の各月別日展化〈グtルド／米 L.M忠） (l9Sl～1935) 

~I 1I2IS14 

あって，冬季に於いて高〈，夏季に於いて小である．年費化には極大極小が各々二つ宛現はれる．

極大は七月及び十二月に起P，十二月の他は七月の他より大である．極小は五月頃及び八月頃に起

り其の大小は年により異たる．
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日提佑には日出後及び日渡後二つの極大があり叉日出前及び日波前二つの極小がある．冬季にて

は朝の極大及び夜の極大は共に高〈現はれるが，瓦宰にては朝の極大は高〈現はれ，夜の極大は飴

り頼著に現はれたい．

::ktc第3衰の~，各季， 及び夏季の自費佑をフ F lJ %.の級撒で示すと次の如くである．



柿 同 に 於 け る さ 豊中電位伺皮にitい て

年の図書き佑

av ー＝130・2＋お心B凶（15t+348・）＋36・7sin{30 t＋別的＋12-Ssin(45 t+96") 
8ゐ

+12・2ein (60 t+S52°J+6・2sin(75量＋211・＇）＋3・Sain(90 c+l'54ワ

多季の日艶佑

av 一一＝151・0+9・6sin (15 t+349・）＋53・6sin (30 t+l的ち＋18・6sin (45 t+48＇・）
ah 

+15・8sin (60 t+316")+18 0 sin (75 t+l69＇つ＋4・8sin (90 t+75") 

+5・6sin (105 t+300ワ＋2・5sin (120 t+l・悦。）

瓦季の日費佑

av 一一＝122・3+39・9s血（15t+339ワ＋2&4sin (301+230＇・＇）＋l4-7sin(45 t+145・j
ah 

+ 11・1 sin (60 t+34;・）＋11・3sin (75 t+320'・＇）＋3・6sin (90言＋231＇ち

+4-9 sin {105重＋15的

但し tは O時から 24時迄の値である．式中接幅 2以下のものは省略した．

3 

年五冬季に於いては半日週期の援揺は一日週期の援幅より大であるが，夏季に於てはとの反劃で

るる．一日週期の扱幅に到する宇臼週期の比は年，多季及び夏季夫々 1・a,s・e，及び 0・7でるる．

一日週期の極大は大値 7時頃にあり，宇田週期の極大は大館 8時頃及び 20時頃にある．マクリ

ー（1)に依る一目遡期の極大が 1時～6時にあるとの哉とは少しく典主って週れて居る．

2. 日型化に於ける朝の極大の起時

第3表に於て認められる如く朝の極大の起る時刻は各月に依って典って居る．との日費4むの極大

の起時を晴天なる日（22時， e時， 10時，14時の無象視湖j及日j隔を多j照し午前中晴天たる日を選

んだ〉に於ける宰中電位傾鹿の自記紙より求め，各月に就いて 1931年より 1935年迄五年間の値

を平均すると第会袋の如くである．

虫駆 4変 貌の艦大の起時（1981～1985の平均 L.M忠〉

叉柿岡に於ける日の出の時刻の各月の平均を求払とれを極大の起時〈第4衰の値〉と共に第2固

に示す．とのこつの曲線は時平行し居って室中電位傾度の極大の起時は日出の時刻より約2時間程



4 事官閃に於け る 宝生 lftfil i立側Ill:に就いて

f事 図度迫れて居る．朝の極大の起時は日照，塞，

霧及風等と闘係ある如く硯察されるが，と

れらの要素を怠るべく除乱且つ日の出の

時現jの差異を考慮に入れても同じ月の内で

猫 1時間飴も遡速がるる．朝の極大は相官

急：に極大の位置に建ずるのであって，其の起

り初めとの時聞の差は約 1時間半程度でる

って日出の時刻｜に接近して居る．第4表を

得たと問機晴天の日のささ中電位傾度の自記

紙より朝の極大の起り初めを求め，1931年
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門 ONTH 

より 1935年迄五年間に於ける各月の平均値をやはり第2闘に示す．とれを見ると朝の極大の起り

初めの時刻は日出の時期より幾分揺れて居るが大健一致し居るととを認める．叉朝の極大の時期と

起り初めの時刻とは金〈平行して居る．然し朝の極大の起り初めの時刻を定めるには極大のある山

の裾の時刻を採る方針で定めたが，観測曲線が相雷原動して居るため其の時刻を中j然と決めるとと

が困難で，とのため極大の起り初めの時刻に幾分の遅速あるを菟れない．

s.雲 との 関係

宰中電位傾度は高居窓に依つては飴り影響がたい様であるが中居塞殊に下層窓ぐ雨を合む荷L塞，

虫駆 s 関
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雷雲等を除く〉に依って其の値が低め

られるととが認められる.1931年か

ら1935年迄五年間に就いてとの闘係

を調査した 22時， 6時， 10時 14時

の無謀観測（窓形，蜜:lit，風普通の時〉

及び日j照に依って蜜多き自のみを採用

して 1時より 13時迄各時に於ける

空中電位傾度の平均値を第3固に示

す．叉此の値と静t•. u~る atc於ける値

と比綾するため第3表に於ける年平均

a 今 値の内 1時より 13時迄のものを岡田0 & 10 12 

HOUR.CL川.T.) k示す・第3聞を見ると窓多き日の宰

中電位傾度の値は低められ且朝の極大は低〈緩やかに叉極大の起時は遮れて居るととが判る．命と



柿肉に於ける釜中mt立傾!ifに ltいて 6 

とに採用せる時刻を1時より 13時迄に限ったのは金一日の健をとると援蹴，CDl3が多きため統計数

少なくたるを防ぐためでるる．

事．風との関係

空中電位傾度と風との関係、に就いて柿岡に於いて観測結果を翻悲した結果相互の関係大去ると＆

を認めたので其の調査結果を以下K報告する．

(a) 1935年に於ける空中電位傾度の静穏の毘に於ける値の平均と，とれ等の日の毎時前後一時

聞に於ける平均風速ぐ米／秒に直して〉を自記紙より頭取り共の平均を夫々年，冬季及び夏季tC:就

いて第4聞に示す．

風速は日の出後漸次其の強さを増して 14時頃最も強くたり，日渡と共に其の値側臥減少して

静かにたるととが見受けられ 1lt 4 関

る．風速ときさ中電位傾度との

二つの曲縁を比較して見ると

室中電位傾度に於いては日の
I so 

出後風週末だ1j、たる内に其の
。。

値を増してゆき，風速が漸弐

強くなり初める頃に極大に I ¥ ー，－Fbt.6'凧品

→－w同 ι

建し，風速が強くたると共 z 10・
1 w ... t •• 

に共の値が減少して風速強き 1 so 

内割合援やか注曲線を盤い℃
。。

居る．弐に日渡と共に風溺車 1・so

まりて後共の値が増して再び .t IO・1
極犬に建するととが見受けら

れる．芭接自記紙を見ると風

弱き内は電位傾度の捜佑は脹 ・1 ・~

動式であるが風強きときは脹 %ぷ
2. 4 6 8 IO It i・同 1a .ta .11 z・

動は風弱きときに比して小で
HOllR (L.M.τ） 

4!>る．叉第4国を得るに選んだ日に於ける宰中電位傾度及風速の値を各月について平均して第5園

に示す．風速と宰中電位傾度とに何らかの関係あると・とを物語って居る．

(b) 1930年より 1935年迄六年間に於ける空中電位傾度の観測の内， 6時， 10時， J,4時の祭

象観測及び日胤を参照して，共の晴天の日を採用し， C但し惑の日を除く〉とれ痔の日に於ける 3



6 柿問 I~ 於げる笠中 mf立矧皮 It就いて

5 時より 13時の間毎時前後一時間の平均

民連（米／秒〉を自記紙より醸取り各時の 2.0 200 

風階を求め，宰中電位傾度の内各時に於

いて風階（0)(1・5米／秒以下〉及び風階

(1) (1・5米／秒〉以上に相賞する他を各々

各時に就いて合計して共の平均値を求め 1.0 100 

第 6表に示す．

第 5表の内年，冬季，及び夏季の嬰佑 をお
を第6聞に示す. i•'•J と L に採用せる時刻

を3時から 13時迄に限ったのはさを一目 。。
の他をとると擾凱の目が多〈友り統計数

$ 関

ー噌－Pot.Gra.ゐ．

ー守－ W＇格化

2 4 6 g 

HOUR ( L.M.T.) 

10 12. 

修 5!.l長風階 J)IJによる設中 m位 側 at
A. 風防（0）の2左中m位｛頃/lf:D平均値

〈グォルト／米， L.M.T.〕

可
A
O
G
＠
Awa官
民

u
a
u
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u
h
V守
A
の
ha

噌

A
司

A
唱
A

B. J(悶 (1）以上の設中1lH立｛明度の平均依

〈ゲォルトI~に LM.T.)

を減やるを防いだからである．第5表及ひ官官6園を見ると冬季に於いて殊に良〈風の影響が認めら

れ空中電位傾度の値が風階（1）以上に於いて著しく弱められ且朝の極大は風階（0）に於ける大怠

る極大に比較して著しく小となり曲線が設やかに費佑する．又共の極大の起る時刻が遮れて居ると

とが認められる．然るに夏季に於いては冬季に於ける如き著しき差異が認められない．とれは冬季

に於いては晴天の日に於いて風速が長時間強い日が多〈，夏季K於いては風迎が長時間強い日が少

たく従って風階（1）以上を探用せるため，夏季に於いて風階（0）に近き風階（1）の日が多〈合まれ



符岡』亡於ける釜中電位傾慌に就いて 7 

て居るととに艶分考慮の舗がるると思ム f事 6 国

との統計を作るのに風の影響が貝辿強く主主 p。t.Grcut..
ると共に芭ちに生マドるといふ偉定の許に作 ーー－ C~m. 

ったのであるが自肥紙を視察するとか去り
-w、民d」3

速かに風の膨曹が生守るらしく見られ，文
2.00 

SapsfordC:＞の論文からも以上のととが推

察出来ると，曹、ふ． ヲぷ
更に風との側係を考察するため多少量複

100' 
の酷あるも他の方法に依り二三とれを検討

4 6 8 10 f2. 

して見る． 300 

(c) （切に於ては風階（0）と風階（1）以

上とに説いて比較したが今度は 1936一月

中の観測結果より風階（0)(1・5米／秒以下〉 .2oolν仇 ter

風階（1)(1・5～34米／秒〉風階（2』（3・』

6・0米／秒〉及び風階。） (6・0～10・0米／秒〉 ヌ1

とを直別して鯛査して見る. (b）と同様の
1001 

方針にて風階（0),CI), (2）及び（3）に就き
4 6 8 10 1Z 

夫々宰中電位傾度の値を合計して4時より

IS時迄の各季に就いて平均した値を第七
2001-戸川

聞に示す．

風階（1),(2）及び（3）の空中電位傾度の ヌ1
値が風階（0）の共れに比して著しく小さ

い他とたるとと治沖ljる．
JOO 

4 6 8 to 12 

(d) (b）及び（c）に於いてはR費佑の朝
HOUR(L.門.T.)

の極大のみに就いて調査して見たが今度は夜の極大をも合み金一日φ室中旬位傾度の値に就いて調

査して見る．

193L &f.より 1985年迄五年間の宰中電位傾度の観測結果の内晴天にして幕日風速強き日のみを

採れ共の値を各時に就いて平均したるものを第6表に示す．との日鍵佑と比較するため第3表の

静穏の日の年平均の日費佑を同表に示す．

叉第6表の他を第8聞に示す．
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柿問に於付、る盆中旬位冊皮に斌いて

格貝風速大主主る日の風速の平均値は 3・0米／秒

である．此の闘を見ると風速大主主る日の平均値は

静聴の日の其れに比して著しく11、さし且各時に

於いても小さい値を持っとと治沖」］る．叉朝の極大

は風速大君主る日~於いて， (b）の場合と間接共の

値著しく低められ且朝の極大の起時が約1時間字

程遇れて居る．叉夜の極大は殆んど現はれて居'It

ν、．

(e）更に昼間輔の硯鵬果と服して見る 不
1936年 1月 14日，羽田の雨日は晴天にし

て格日風速が強かった此の両日に於ける柿岡の

昼中電位傾度，宰間電荷及び風速の平均値を第 7

表（A）に示し，又とれと比較するため 1936年 1

月中の静穏な自に於けるさき中電位傾度及び空間電

荷の平均値を第7表（B）に示す．
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更に第7表（A）及び（B）に按ける空中電位傾度及び空間電荷の値を第9囲に示す．室関電荷の

f底は静穏主主る自にては，其の密化の度合著しく大であるカち風速大友る自にては極く短週期の鑓佑

を持って，其の平均値は時一定のf直を持つ．静穏なる日に於ては日中の費佑〈第9固では約10時、，

16時迄，第4園に見られる如く日中は幾分風速が強い）は短週期の鍵佑を持ち其の平均値は時一

定して居るので1あるが，風速大たる日に於いてはとの鑓佑と閉じ様た挺佑を終日続ける・要するに



10 4宙 開 に 於 け る 笠中旬位傾 1'fに斌いて

室間電荷の艶4むは静穏)Itる日と風速大なる日とに於いて著しき差異あるを認める．室中電位傾度に

於いては（d）に於けると同様のととになる．

密閉電荷の提佑と宰中電位傾度の費佑とが風越i大なる日κ於いてとれ等の曲線が共に平氏近づく

といふととは注目すべきである．

(f）柿岡に於ける風向を 1935年金一年間について閥べて見る・毎時前後1時間の平均風速が

風階（均以上たるものに就いて，とれに相臆する風向を知り，各月毎に同じ風向の同教を求め，と
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務 関 に 於 け る盆 its11?1立傾 lifに 就 い て

れが各月の金鍾の岡敢に劃する百分率を縛，各
宮区

月毎に第10聞に示す．季節に依る風向が大分趣 却トル刊し臥
きを異にして屠るととを物語って居る.(b）に x 
於ける冬季及び夏季の風との闘係の相異が風向

と大いに関係あるやに考へられる．然し主主がら

との統計は天候に関係友〈卸ち室中電銀自慢翻a

の日．をも合んで勘定してある故冬季に於いて晴

天を伴ふ風強注目多きとと，及び瓦季に於いて

悪天候を伴ふ風租き百多きとと等をも考慮に入

れ怠ければならないと思ふ．

叉銀塊の相異〈邸ち風向の相異が考へられる〉

に依って空中電位傾度のf直が金鍾として高低あ

る様でるるが(3），周遮強き時は風向と蹄係なく

一般に室中電位傾度の日嬰化の曲線が平に近づ

くといふととは認められる．

6. 結 言

柿岡に於ける宰中電位傾度の朝の艦大は日の

出後約2時聞にして起り，叉其の極大の山の初

まりの時刻からは殆んどi時間宇迫れて居ると

とを認めた．

叉室中電位傾度と~，風格との相闘大たると

とを認めた．因みに最近 Sapsford＜”は Apia

に於ける翻測により叉 Brown<5＞は Ebrok於

ける観測に依って風と益中電位傾度との相闘を

論じて居る．柿問にては風速強き晴天のときは

一般に室中電位傾度低下し，朝の極大は著しく

小となり其の起る時が遮れ，午後の極大は殆λ

ど現はれない．風強きとき各季及び夏季とに饗

化の相異~るも，是は観測般少なく統計に不備

を来たしたのに原因するのでは危きかと思ふ．
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12 初伺に於ける~中旬E位傾皮に就いて

Sapsford＜めは .Apiaに於ける宰中電位｛頃度の自費4むの極大と，風向と大いに聞係あるととを述

べて居るけれ~i，とれは .Apia が海洋の影響大にして季節風卓越して，風速強きときの風向，風

速ノj、たるときの風向が割合一定して居るのに大友る原因があり，風向は第ごにして風速が第一に原

因するのではないかと思ふ．さるれ風向との関係についτは更に翻部開局査して見たいと思ふ．以上

の如く風、速と宰中電位領度との関係大たるも日費佑の極大に封しては第二号史的影響に過ぎないと思

ふ．日艶4むに劃する理論的考察は後報にて論及したいと思ふ．終りに臨み，今道所長より終始御指

導，御鞭撞を得ました厚く御謹申上げます．
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